
第
十
八
回

千
葉
県
書
作
家
連
盟
展
か
ら

末広クラブ・逆井漫歩１４６ 平成２２年５月②

雄渾と美しさと
平
成
四
年
に
始

ま
っ
た
千
葉
県
書

作
家
連
盟
展
は
十

八
回
を
迎
え
た
。

安
孫
子
、
柏
、
流

山
の
書
作
家
の
百

余
点
の
中
か
ら
知

人
の
二
氏
の
作
品

を
呆
然
と
眺
め
、

い
い
機
会
で
あ
る

と
、
そ
の
書
の
意

図
す
る
と
こ
ろ
を

聞
き
た
だ
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
慣
れ
し
た

者
に
は
、
深
遠
な

世
界
の
広
が
り
に
、

畏
敬
の
念
に
と
ら

わ
れ
る
。
し
か
し
、

日
本
語
で
あ
る
。

挑
戦
し
よ
う
。

（第
十
八
回

千
葉

県
書
作
家
連
盟
展
は
、

四
月
十
四
日
ー
十
八

日
、
さ
わ
や
か
県
民

プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ

た
）

上
掲
は
、
柏
の
井
出
絢

翠
さ
ん
の
か
な
書
き
万
葉

集
で
、
山
部
宿
禰
赤
人

（や
ま
べ
の
す
く
ね
あ
か
ひ

と
）の
一
首
。
（八
・一
四
二
八
）

春
の
野
に
す
み
れ
摘
み
に

と
来
し
我
れ
ぞ
野
を
な
つ

か
し
み
一
夜
寝
に
け
る

と
て
も
赤
人
を
思
い
つ
か

な
い
が
、
二
行
目
の
「す
み

れ
」に
気
が
つ
け
ば
、
赤
人

に
追
い
つ
く
。

井
出
さ
ん
は
、
こ
う
書
い

て
い
る
の
で
あ
る
。

春
の
ゝ
に

す
み
れ
つ
美

迩
と
来
し

王
れ
處
の
越

奈
徒
可
し
見

一
夜
年
ニ
介
る

縦
横
無
尽
の
筆
遣
い
だ
。

か
な
な
ど
な
い
男
性
的
な
漢
字
ば
か
り
。
『墨
場
必

携
』か
ら
、
「徳
如
海
寿
似
山
」。
徳
は
海
の
如
く
寿
は

山
に
似
た
り
と
読
む
。
「そ
の
徳
は
海
の
如
く
広
く
、

山
の
如
く
高
く
長
久
で
あ
る
」聖
人
の
こ
と
か
、
人
間

の
あ
る
べ
き
姿
か
。

書
を
書
か
れ
た
の
は
、
我
孫
子
の
山
田
海
石
さ
ん
。

こ
の
書
作
家
連
盟
展
の
委
員
長
だ
。
三
字
目
の
「海
」

の
字
に
山
田
さ
ん
の
思
い
入
れ
が
あ
る
。
空
海
が
最

澄
に
送
っ
た
手
紙
（風
信
帖
）に
、
空
海
は
「海
」を

「毎
水
」を
一
字
と
し
て
し
た
た
め
て
い
る
の
だ
。

山田海石さんは、広島に原爆が落とされた
日、兵士として勤務していた。久しく我孫子の
被爆者の会の運営に尽力された。ことしは8月
24日に手賀沼公園・平和の記念碑前で式典。


